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研究成果の概要： 

日本古典歴史史料を対象に、文書構造や歴史的記述方法に着目し設計された英日全文連携検
索システムを開発し、インターネット上に公開することにより、歴史学研究を援用し、さらに、
国際的なコラボレーションを促進する研究である。出雲風土記、愚管抄、読史余論、古語拾遺、
栄華物語、大和物語等の英日連携検索システムを構築した。各文献のデジタル化、日本古典文
献の文書を実体と共にその論理構造や属性を定義可能な XML でマークアップし、それら XML
化された各種文書ファイルをデータベース管理システムに格納し、インターネットの Web ブラ
ウザから高速で有効な検索を実現するためのインターフェースを開発した。また、地理情報と
の連携化の基礎資料であるデジタル地名辞書を構築し、文献情報と古典史料を取り扱うとき重
要な地理情報（地理的・歴史的データの連携)との連携化を開発した。 
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１．研究開始当初の背景 
日本古典史料を対象に、英日両言語でイン

ターネットを利用したフルテキスト形式の検
索システムは、バージニア大学の Electronic 

Text Center から Japanese Text Initiative と
してサービスされている。これは、古典から
現代までの文学を中心に提供されている。本
研究は、特に日本神道・日本の古典史料を中



心に古代日本の文化と日本人の精神生活の研
究、その当時の事物や社会の様相を研究する
資料を提供することにより、日本文化の世界
への発信と国際的なコラボレーションを促進
する研究である。また、日本古典史料の文書
構造と歴史的記述方法に着目した検索手法の
開発と歴史的変遷を考慮した履歴データベー
スの開発、文献情報と古典史料を取り扱うと
き重要な地理情報（地理的・歴史的データの
連携)との連携化を開発することは、歴史学研
究に新たな視点を与え、新しい研究課題・方
法を生み出す契機となり、コンピュータ応用
技術やインターネット利用技術を新たな段階
へ進展させる意義を持つ。 
 
 
２．研究の目的 

歴史史料を対象に、文書構造や歴史的記述
方法に着目し設計された英日全文連携検索
システムを開発し、インターネット上に公開
することにより、歴史学研究を援用し、さら
に、国際的なコラボレーションを促進する研
究である。本研究の目的は、日本神道を中心
に古代日本の文化と日本人の精神生活の研
究、その当時の事物や社会の様相を研究する
資料を提供することにより、日本文化の世界
への発信と国際的なコラボレーションを促
進する研究である。また、外国人研究者の古
典入門や研究支援だけでなく日本に関する
教育にも役立つと思われる。最終的には、日
本古典文献 31 巻のデジタル化とデータベー
ス化を目標にしていた。 
本システムの開発と研究の目的は、英語を

話す研究者や学生の日本史・国文学の研究に
貢献することであり、特に日本神道を中心に
古代日本の文化と日本人の精神生活の研究、
日本の古代史研究、日本古代国家の成立史や
構造の研究、民俗（民族）学的研究であり、
日本文化の世界への発信と国際的なコラボ
レーションを促進する研究である。つまり、
英語圏の研究者や学生の日本史・国文学の研
究に貢献することであり、また、日本の研究
者との共同研究を促進することで研究の相
乗的な効果を追求することである。さらに、
外国人研究者の古典入門や研究支援だけで
なく日本に関する教育にも役立つと思われ
る。電子化情報の特徴として、検索、加工、
複写、転送が容易であり、また、統計的処理
やデータベース処理が可能であることなど
があげられる。しかし、歴史学研究で利用さ
れる古典史料のデータベース化や情報検索
においては、歴史的に関連ある史料の効果的
な横断的(統合的)検索機能の実現、外字や異
体字の問題、原テキストの入力方法、出力方
法など解決すべき種々の問題が存在し、いま
だに有効な手法がないのが現状である。 
 しかし、世界的規模での情報検索と情報発

信が可能になったインターネット上の Web
を利用した研究は、歴史学研究分野において
も、例外なく急速に普及している。さらに、
インターネット上でデータベースを利用し
たり流通させたりするとき、情報交換用漢字
の不足による深刻な問題がある。これらの問
題を解決するため、いくつかの基礎的実験と
研究を行ってきた。 
 本研究の目的は、日本古典史料を対象にこ
れまでの基礎的実験と研究をさらに推進し、 
(1)日本古典史料の文書構造と歴史的記述方
法に着目した検索手法を開発し、システムを
設計・開発する。 
(2)関連する日本古典資料の横断的（統合的）
検索機能の開発と歴史的変遷を考慮した履
歴データベースを開発する。 
(3)日本古典史料の定量的解析の試みと歴史
的事例に基づく各種検索機能プログラムを
開発する。 
(4)外字を対象とした漢字データベース（漢
字属性ファイル）の拡張とインターネット上
での利用・転送技術を開発する。 
(5)文献情報と古典史料を取り扱うとき重要
な地理情報（地理的・歴史的データの連携)
との連携化を開発する。 
本研究は、歴史学研究分野における膨大

な日本語･漢文文献を対象とする。直接対象
とする文献は、神祗関係の法令である「延
喜式」、特定の地方誌的文書である「出雲国
風土記」、日本初の解釈歴史書である｢愚管
抄」、「読史余論」、「太平記」、「古語拾遺」、
「栄華物語」、「太平記」、「大鏡」、「万葉集」
等であり、さらに、日本古典文献 31 巻のデ
ィジタル化、日本古典文献の文書を実体と
共にその論理構造（階層構造)や属性(XML 
Schema)を定義可能な XML でマークアッ
プし、それら XML 化された各種文書ファイ
ルをデータベース管理システムに格納し、
インターネットの Web ブラウザから高速で
有効な検索を実現するためのインターフェ
ースを開発する。Web 上で英語と日本語（ま
たは、両言語)を利用した文献内検索と文献
間連携検索、閲覧、再利用を目標にしてい
る。これら対象とする文献の一部は、既に
研究者によりフルテキスト・画像ファイル
として入力済みで研究整備がされていた。 
 
 
３．研究の方法 
大量で特別に加工されていない一次情報

である歴史文献を対象に情報検索システム
を実現するとき、プログラムを介した検索を
必 要 と す る 。 そ の た め CGI(Common 
Gateway Interface)と呼ばれる機能を利用し
た歴史史料検索システムを実現し、インター
ネット上の WWW(World Wide Web、以下、
Web という)で公開してきた。しかし、格納



される日本古典史料文献数が増大し、デジタ
ル化された情報が膨大になると、全文からの
単純なパターンマッチング技法だけでは検
索効率を考慮したとき問題があり、また検索
条件を適切に指定できず効率的な検索には
大きな制約がある。大量のデータから利用者
の所望のデータを高速にかつ効率的に検索
するには、全文検索システムが必要になる｡
また、日本古典史料のようなデータに一定の
形式をもっていなく、文書構造（論理構造)
を持つ文書から特定の項目だけを抽出する
ことは困難であるなど、大きな制約と弱点が
生じてくる。 
これらの問題を解決するため、日本古典史

料の文書構造と歴史的記述方法に着目し、そ
れら文書の論理構造を定義可能なマークア
ッ プ 言 語 (XML ： Extensible Markup 
Language)を採用し全文検索システムを設
計・開発することが重要である。文書の実体
と共にその論理構造（階層構造)や属性(XML 
Schema)を定義可能なマークアップ言語
XML(Extensible Markup Language)が注目
され、一連の規格も制定されてきており、
Web 上での文書管理・流通・提供の実質的な
標準になりつつある。XML は文書構造を記
述するだけでなく、我々が取り扱う各文献に
出現する注釈、解題、抄録、貴重な書き込み、
相互参照などの情報や知識を文書本体と独
立して表現することが可能である。文書本体
とは、別に管理された注釈や相互参照などを
文書本体と同様に検索可能にすることによ
り、Web 閲覧上での相互参照を実現する。さ
らに、XML 形式はデータ交換規約として国
際的に標準化された規格であり、その利用方
法に関しても規格が整備されており、ツール
や開発環境等の多くが公開されている。本テ
キストデータを XML 形式とすることにより、
厳密な構造チェックがツールにて容易に可
能であり、またデータ利用においても、多く
のツール、開発環境が利用でき、効率よくデ
ータ整備が行える。 

これらの実現のため、XML の階層構造、
リンク構造やポインターを用い、文書本体へ
の高速全文検索との統合を実現する文書構
造検索方式を開発する。 
 まず、文書の論理構造を定義可能な XML
を採用し、Web を利用した英日連携検索シ
ステムを構築することを計画している。ま
た、XML 化された文書を格納し、それに対
して高速検索を実現するため、検索アルゴ
リ ズ ム と し て パ ト リ シ ア ( Patricia: 
Practical Algorithm To Retrieval 
Information Code In Alphanumeric )ツリ
ー方式を採用している全文検索システム
OpenText（OpenText 社、カナダ）を採用
する。近年のインターネットの急激な普及
により、歴史学研究者も間便に利用できる

Web からの検索を可能にするため、
OpenText に実装されている検索エンジン
PAT70 を使用し、Web ブラウザからの融通
性のある検索機能を開発する。 
 各文献は文献の文書構造の解析から
XML 化（タグ付け）され、インターネット
での表示を可能にするため、CGI プログラ
ムでユーザーインターフェースを開発する。
CGI プログラムは parent プロセスとして、
PAT70 は child プロセスとして作動し、
UNIX システム固有のバッファであるパイ
プ(pipe)を利用して検索要求とその検索結
果の相互やり取りが可能になるように設
計・開発する。 
 さらに、文献情報と古典史料を取り扱う
とき重要な地理情報（地理的・歴史的デー
タの連携)との連携化を開発する。レイヤー
構造を持つ古地図と現在のデジタル化され
た標高地図を用い、現存する何百もの地理
的、歴史的データを挿入していく計画であ
る。これにより、研究者は、あらゆる文献
に記されたすべての事象、たとえば神社の
空間的、時間的な設定を、瞬時に同じ画面
上に参照可能になる。この地理情報システ
ム（GIS :Geographic Information System)
は、デジタル地図情報のマッピングのみで
なく、歴史研究に重要な時間軸（年代）の
設定や該当地点の注釈の閲覧や付加が可能
である。この地理情報・資源共有化システ
ム(GIS )は、研究代表者が参加している
HGIS ( Humanities Geographical 
Information Science )研究会で設計・構築し
利用可能になっている。その地理情報・資
源共有化システムと日本古典史料の英日連
携検索システムとの連携化を実現する。そ
のための人文科学分野のデジタル地名辞書
を構築していく。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の目的は、日本古典歴史史料を対象
に、文書構造や歴史的記述方法に着目し設計
された英日全文連携検索システムを開発し、
インターネット上に公開することにより、歴
史学研究を援用し、さらに、国際的なコラボ
レーションを促進する研究である。具体的に
は、日本古典文献 31 巻のデジタル化とデー
タベース化を目標にしている。直接対象とす
る文献は、日本の記紀である古事記、日本書
紀、続日本紀や神皇正統記、神祗関係の法令
である延喜式、特定の地方誌的文書である出
雲国風土記、日本初の解釈歴史書である愚管
抄、歴史物語の大鏡、太平記、栄花物語、吾
妻鏡、歌物語である大和物語等であり、さら
に、日本古典文献 31 巻のデジタル化、Web
上で英語と日本語（または、両言語)を利用し
た文献内検索と文献間連携検索、閲覧、再利



用を目標にして構築した。日本古典文献の一
部を文書の実体と共にその論理構造（階層構
造)や属性(XML Schema)を定義可能な XML
でマークアップし、それら XML 化された各
種文書ファイルをデータベース管理システ
ム（OpenText）に格納し、インターネット
の Web ブラウザから高速で有効な検索を実
現するためのインターフェースを開発した。
さらに、文献情報と古典史料を取り扱うとき
重要な地理情報（地理的・歴史的データの連
携)との連携化を開発した。 
 以下に具体的な研究成果を記述する。 
(1) 歴史史料の文書構造と歴史的記述方法に
着目した検索手法を開発した。 
(2) 日本古典文献の対象文献を OCR を利用
し入力した（文字認識でデジタル情報化：「太
平記」、「読史余論」、「愚管抄」、「大鏡」、「読
史余論」、「古語拾遺」、「大和物語」など）。 
(3) デジタル化された文献（日本文と英訳文）
に対して、文書構造や相互関連から有効で効
率的な検索を可能にする XML のタグ付けを
定義し、全文検索と組み合わせた文書構造検
索方式を開発した。また、一部文献に対して
は、文献ページ画像ファイルや検索部分の日
本語画像ファイルを連携化させた。 
(4) 文献情報と古典史料を取り扱うとき重要
な地理情報（地理的・歴史的データの連携)
との連携化を開発した。延喜式巻 9 と巻 10
（延喜式神名帳）に記載された神社（式内
社：2,861 社、3,132 座)の神社名、地域名、
地名の変遷、位置情報（緯度、経度）などを
作成し式内社データベースを構築し、延喜式
検索システムにリンクした。 
(5) 人文科学分野のデジタル地名辞書データ
ベースを構築した。その地名辞書は、吉田東
吾（1864 年：元治元年～1918 年：大正 7 年）
が 32 歳から 44 歳にわたる 13 年間で書き上
げ、1907 年（明治 40 年）に完成した全国の
地誌である「大日本地名辞書」（全 11 巻）、
5,580 頁以上、1,200 万字の地名辞書から構
築した。国土の国名、郡名、町村名、郷名、
神社、寺院、山川、湖沼、港湾などの地名に
関する考証・変遷などが詳しく解説されてい
る。索引には 53,676 に及ぶ地名が「漢字」
と「仮名」により記述されている。これらに
漢字、仮名表示、ローマ字表記、緯度、経度、
地名属性などを付加し構築した。また、寺院
名鑑の 78,588 寺院、式内社の 2,842 神社、
日本で最初に測量された地図である仮製
図・迅速図から抽出した地名 19,356 も付加
し構築した。 
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